
 

2015第 39回世界遺産委員会 知床に関する決議について 

 

 

決定：39 COM 7B.13 （仮訳） 

 

世界遺産委員会は、 

１．作業文書WHC-15/39.COM/7Bを検討し、 

 

２．第 36回遺産委員会における決定 36COM 7B.12を想起し、 

 

３．日本海や資産内におけるトドの健全な個体群を維持するための締約国の努力に留意し（notes）、資

産内及びより広域な海上景観において安定～増加するトドの個体数を維持するために、採捕上限頭数

を定期的に点検・調節するよう、強く勧める（urges）。 

 

４．報告されている河川工作物の改良がもたらした好影響について賞賛を持って留意する（notes with 

appreciation）一方で、2012年の第 36回会合における世界遺産委員会の要請通りに、ルシャ川のダム

について追加的な改善が行われていないことについて、特にこれらのダムが下流側の河床やサケ科魚

類の産卵環境の利用可能性に負の影響を与えているという締約国自身が留意している懸念に照らして、

懸念をもって留意する（notes with concern）。 

 

５．自然状態のサケ類の遡上と産卵は、「海域と陸域の生態系の相互作用の顕著な例」であり、本資産に

不可欠であると考える。また、2012年にルシャ川河口の孵化場が撤去されたことにより、3つのダム

による災害リスク削減に係る利益よりも、本資産の顕著な普遍的価値に及ぼす影響の方が大きくなっ

ていると考える（considers）。 

 

６．更に締約国に対し、ルシャ川の３つのダムの影響を十分に緩和するため、地方自治体及び地域住民

と緊密に協議しつつ、これらのダムについて完全撤去という選択肢の検討を含む更なる改善を継続す

ること、また、水面下のコンクリートの除去という選択肢も検討すること、更に、表流水と伏流水の

正常な流れを回復させるとともに河川の枝別れや蛇行化を促進することでサケ科魚類の産卵環境を改

善させるために、旧孵化場に通じる道路や橋を完全に廃止・撤去することを、強く勧める（urges）。 

 

７．締約国及び IUCNの SSCサケ科魚類専門家グループに対し、現在得られる最善の科学的知見に基づ

き、最も適切かつ実践可能な解決策に関するコンセンサスを見出すこと、及び、これらの課題に関す

る助言を行う IUCNの諮問ミッションを招聘する可能性を検討することを勧告する（recommends）。 

 

８．また、締約国に対し、2017年の第 41回会合での世界遺産委員会による検討のために、世界遺産セ

ンターに 2016年 12月 1日までに、本資産の保全状況や上記の実施状況について、1ページの要約を

含む最新の報告書を提出するよう要請する（requests）。 
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